
京都大学北部キャンパス機器分析拠点セミナーシリーズ第5回
「食と健康」のための統合オミクスシステム

誘導結合プラズマ質量分析計(ICP-MS)

農学研究科 応用生物科学専攻
動物栄養科学分野

友永 省三

機器の紹介

・必須金属類や有害金属のppbレベルを下回る高い感度と幅広い濃度範囲での分析が
可能であり、多種の金属類の同時分析が可能。
・コリジョンリアクションセルが搭載されており、すべての金属類をヘリウム運動
エネルギー弁別（He KED）モードで測定することで、複数の多原子干渉を除去可能。
・金属類によっては、安定同位体の測定も可能であり、安定同位体金属を
in vivoトレーサーとして用いる試験が可能。
・液体クロマトグラフも接続可能となっており、生体成分などに含まれる金属類の
形態ごとの分析も可能。
・原則として、利用者自身が前処理、機器操作およびデータ解析を行う。

サーモフィッシャーサイエンティフィック社
・誘導結合プラズマ質量分析計 シングル四重極ＩＣＰ－ＭＳ ｉＣＡＰ ＲＱ
・原子吸光分析装置 Ｍｏｄｅｌ:ｉＣＥ ３３００－Ｕｎｉ
・ＨＰＬＣ／ＵＨＰＬＣシステム Ｕｌｔｉｍａｔｅ３０００ ダイオードアレイ

サーモフィッシャーサイエンティフィック社
・誘導結合プラズマ質量分析計 シングル四重極ＩＣＰ－ＭＳ ｉＣＡＰ ＲＱ
・原子吸光分析装置 Ｍｏｄｅｌ:ｉＣＥ ３３００－Ｕｎｉ
・ＨＰＬＣ／ＵＨＰＬＣシステム Ｕｌｔｉｍａｔｅ３０００ ダイオードアレイ



使用料金

設備名称 利用単位

単価

第４条第１号
に掲げる者

第４条第２号
に掲げる者

第４条第３号
に掲げる者

サーモフィッシャー株式会社
製 シングル四重極誘導結合
プラズマ質量分析計

１時間あたり
(設備利用) 4,830円 5,580円 10,500円

第４条 設備を利用できる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。
(1) 京都大学（以下「本学」という。）の教職員又は学生
(2) 国、地方公共団体、国立大学法人若しくは大学共同利用機関法人、独立行政法人又
は教育研究を事業目的とする法人若しくは団体に所属する者のうち、当該設備の使用責
任者又は当該設備の使用責任者が所属する研究室の構成員と共同研究を行うもの
(3) 企業等において研究開発に従事する者のうち、当該設備の使用責任者又は当該設備
の使用責任者が所属する研究室の構成員と共同研究を行うもの

京都大学北部キャンパス機器分析拠点セミナーシリーズ第5回
「食と健康」のための統合オミクスシステム

トリプル四重極ガスクロマトグラフ質量分析計
(GC-MS/MS)

農学研究科 応用生物科学専攻
動物栄養科学分野

友永 省三



機器の紹介

・低分子代謝物質（アミノ酸、有機酸、脂肪酸など）の分析を行うことができる。
・イオン化法は、EI、PCIおよびNCIに対応しており、SCAN、SIMおよびMRMモード
が利用可能である。
・代謝物質および環境汚染物質の分析に対応したメソッドパッケージを備えている。
・原則として、利用者自身が前処理、機器操作およびデータ解析を行う。
（学内利用者は一部工程の受託が可能な場合がある）

島津製作所
トリプル四重極型ガスクロマトグラフ質量分析計 GCMS-TQ8050
島津製作所
トリプル四重極型ガスクロマトグラフ質量分析計 GCMS-TQ8050

ソフトウェアの紹介

◎使用可能なメソッドパッケージソフトウェア（島津製作所GC-MS 専用）
・Smart Metabolites Database
 メタボロミクス用のSCAN、SIM およびMRMメソッド。
 親水性低分子代謝物質のアンターゲット分析とターゲット分析（アミノ酸、脂肪酸）

・Smart Environmental Database
環境汚染物質分析用のMRMメソッド

・Quick-DBGC/MS 残留農薬分析用データベース Ver.2
食品中残留農薬分析用のMRMメソッド

◎関連するフリーソフトウェア
・MS-DIAL:GC-MSのSCANデータなど
http://prime.psc.riken.jp/Metabolomics_Software/MS-DIAL/

・MRMPROBS:GC-MSのMRMデータなど
http://prime.psc.riken.jp/Metabolomics_Software/MRMPROBS/index.html



Smart Metabolites Database

Smart Metabolites Database



Smart Metabolites Database

◎使用可能なメソッドパッケージ（島津製作所GC-MS 専用）
・Smart Metabolites Database

メタボロミクス用のSCAN、SIM およびMRM メソッド。
親水性低分子代謝物質のアンターゲット分析とターゲット分析（アミノ酸、脂肪酸）

・Smart Environmental Database
 環境汚染物質分析用のMRMメソッド

・Quick-DBGC/MS 残留農薬分析用データベース Ver.2
食品中残留農薬分析用のMRMメソッド

◎関連するフリーソフトウェア
・MS-DIAL:GC-MSのSCANデータなど
http://prime.psc.riken.jp/Metabolomics_Software/MS-DIAL/

・MRMPROBS:GC-MSのMRMデータなど
http://prime.psc.riken.jp/Metabolomics_Software/MRMPROBS/index.html

ソフトウェアの紹介



・定量用データベースおよびメソッドパッケージ。
最適化された分析条件が登録されている。

・環境および食品試料中の環境汚染物質の分析には、
夾雑物との高い質量分離と高感度で検出可能な
選択性の高いMRM分析が有効。MRM分析には
トランジションの設定が必要だが、500以上の
環境汚染物質の最適なトランジションが登録されて
おり、煩雑な設定作業を行うことなく分析可能。

Smart Environmental Database



◎使用可能なメソッドパッケージ（島津製作所GC-MS 専用）
・Smart Metabolites Database

メタボロミクス用のSCAN、SIM およびMRMメソッド。
親水性低分子代謝物質のアンターゲット分析とターゲット分析（アミノ酸、脂肪酸）

・Smart Environmental Database
環境汚染物質分析用のMRMメソッド

・Quick-DBGC/MS 残留農薬分析用データベース Ver.2
 食品中残留農薬分析用のMRMメソッド

◎関連するフリーソフトウェア
・MS-DIAL:GC-MSのSCANデータなど
http://prime.psc.riken.jp/Metabolomics_Software/MS-DIAL/

・MRMPROBS:GC-MSのMRMデータなど
http://prime.psc.riken.jp/Metabolomics_Software/MRMPROBS/index.html

ソフトウェアの紹介

・スクリーニング用データベース。定量用データベースに
加えて検量線情報が登録されており、標準試料を分析する
ことなく大まかな定量値を得ることが可能。

・ポジティブリスト制度の導入による対象農薬の増加に伴
い、分析に必要な農薬標準試料が増加しており、標準試料
の管理業務や購入コストの増加が課題となっている。本製
品は，農薬サロゲートを内部標準物質に使用した検量線が
登録されたGC-MS（/MS）用データベースであり、
標準試料を使用せずに残留農薬をスクリーニングできる。
MRMモードの対象農薬数は491成分。

Quick-DBGC/MS 残留農薬分析用データベース Ver.2



◎使用可能なメソッドパッケージ（島津製作所GC-MS 専用）
・Smart Metabolites Database

メタボロミクス用のSCAN、SIM およびMRMメソッド。
親水性低分子代謝物質のアンターゲット分析とターゲット分析（アミノ酸、脂肪酸）

・Smart Environmental Database
環境汚染物質分析用のMRMメソッド

・Quick-DBGC/MS 残留農薬分析用データベース Ver.2
食品中残留農薬分析用のMRMメソッド

◎関連するフリーソフトウェア
・MS-DIAL:GC-MSのSCANデータなど
http://prime.psc.riken.jp/Metabolomics_Software/MS-DIAL/

・MRMPROBS:GC-MSのMRMデータなど
http://prime.psc.riken.jp/Metabolomics_Software/MRMPROBS/index.html

ソフトウェアの紹介

ノンターゲットメタボロミクスに有用なMS-DIAL

http://prime.psc.riken.jp/compms/msdial/main.html



MS-DIALに対応したフリーのデータベース

http://prime.psc.riken.jp/compms/msdial/main.html#MSP

ターゲットメタボロミクスに有用なMRM-PROBS

http://prime.psc.riken.jp/compms/mrmprobs/main.html



設備名称 利用単位

単価

第４条第１号
に掲げる者

第４条第２号
に掲げる者

第４条第３号
に掲げる者

株式会社島津製作所製
トリプル四重極型
ガスクロマトグラフ
質量分析計

１時間あたり
(設備利用) 850円 1,020円 2,200円

第４条 設備を利用できる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。
(1) 京都大学（以下「本学」という。）の教職員又は学生
(2) 国、地方公共団体、国立大学法人若しくは大学共同利用機関法人、独立行政法人又
は教育研究を事業目的とする法人若しくは団体に所属する者のうち、当該設備の使用責
任者又は当該設備の使用責任者が所属する研究室の構成員と共同研究を行うもの
(3) 企業等において研究開発に従事する者のうち、当該設備の使用責任者又は当該設備
の使用責任者が所属する研究室の構成員と共同研究を行うもの

使用料金

使用料金

第４条 設備を利用できる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。
(1) 京都大学（以下「本学」という。）の教職員又は学生

設備名称 委託内容 利用単位
委託料単価

第４条第１号に掲げる者

株式会社島津製作所製
トリプル四重極型
ガスクロマトグラフ
質量分析計

親水性代謝物の
アンターゲット
分析

１回あたり 68,400円

・１６サンプル（固定）

・Smart Metabolites Database
 メタボロミクス用のMRMメソッド、親水性低分子代謝物質の分析


